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『
北
緯
五
十
度
』
北
緯
五
十
度
社
発
行

昭
和
五
年
一
月
～
昭
和
十
年
六
月
（
全
十
二
冊
）

［
創
刊
号
］

昭
和
五
年
一
月
二
十
日
発
行

＊
１

［
表
紙
］

1

農
婦
（
＊
版
画
）

～
2

3

村
に
残
る
友
へ
の
便
り
（
＊
詩
）

渡
邊
茂

～
4

7

差
押
／
お
天
気
の
え
ゝ
日
（
＊
詩
）

葛
西
暢
吉

～
7

11

姉
に
送
る
手
紙
／
解
放
さ
れ
た
葛
西
暢
吉
に
（
＊
詩
）

眞
壁
仁

～
11

16

［
無
題
］（
＊
版
画
）

17

或
る
会
合
の
後
に

―
Ｓ
と
Ｗ
と
に
お
く
る
詩
（
＊
詩
）
猪
狩
満
直

～
18

22

一
着
の
外
套
（
＊
詩
）

更
科
源
蔵

～
22

23

［
後
記
］

～
23

24

［
裏
表
紙
］

26

＊
１

創
刊
号
～
第
八
号
ま
で
ガ
リ
版
刷
り
、
第
九
輯
以
降
活
版
刷
り
。
第
九
～
十
一

号
以
外
、
ノ
ン
ブ
ル
な
し
（
そ
の
場
合
、
表
紙
を
一
頁
目
と
カ
ウ
ン
ト
し
た
）
。「
○

○
号
」
の
表
示
は
雑
誌
本
体
の
記
載
に
従
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
創
刊
号
に
は
、

「
創
刊
号
」
「
第
一
号
」
な
ど
の
表
記
は
な
い
。
奥
付
も
な
し
。
第
二
号
後
記
の

記
述
に
よ
り
発
行
年
月
日
を
推
定
。

第
二
号

昭
和
五
年
二
月
二
十
五
日
発
行

［
表
紙
］

1

［
無
題
］（
＊
版
画
）

～
2

3

漁
村
に
て
（
思
ひ
出
、
二
題
）（
＊
詩
）

竹
内
て
る
よ

～
4

5

ヒ
ゲ
の
生
え
た
自
画
像
（
＊
詩
）

更
科
源
蔵

～
6

8

［
無
題
］（
＊
版
画
）

7

娘
達
の
話
（
＊
詩
）

眞
壁
仁

8

［
後
記
］

～
9

10

［
奥
付
］

10

［
裏
表
紙
］

12

第
三
号

昭
和
五
年
五
月
頃
発
行

＊
１

［
表
紙
］

1

［
扉
］

3

子
供
を
連
れ
去
ら
れ
た
母
に
（
＊
詩
）

更
科
源
蔵

4

炭
坑
長
屋
物
語
（
＊
詩
）

猪
狩
満
直

～
5

13

北
海
道
の
樺
太
／
八
号
の
一
／
十
号
の
七
／
十
号
の

五
／
八
号
の
三
／
九
号
の
二
／
九
号
の
四
／
十
号
の

八
／
九
号
の
七
／
八
号
の
二

雨
の
中
の
見
知
ら
ぬ
少
女
に
（
＊
詩
）

眞
壁
仁

～
14

15

お
い
貧
乏
人
仲
間
（
＊
詩
）

葛
西
暢
吉

～

き

や

う

だ

い

16

19

再
び
小
さ
い
弟
に
寄
せ
て
（
＊
詩
）

渡
邊
茂

～
20

21
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［
後
記
］

22

［
裏
表
紙
］

24

＊
１

奥
付
な
し
。
発
行
年
月
日
は
鳥
井
省
三
『
釧
路
文
学
運
動
史
（
昭
和
篇
）
』
（
一

九
六
九
年
）
に
よ
る
。

第
四
号

昭
和
五
年
八
月
頃
発
行

＊
１

［
表
紙
］

1

［
無
題
］（
＊
版
画
）

猪
狩
満
直

～
2

3

［
扉
］

5

馬
市
の
話
（
＊
詩
）

猪
狩
満
直

～
6

7

君
に
送
る
詩
（
＊
詩
）

渡
邊
茂

～
8

9

叩
き
大
工
の
記
歌

＊
２

（
＊
詩
）

葛
西
暢
吉

～
10

11

抗
弁
（
＊
評
論
）

猪
狩
満
直

～
12

15

俺
は
言
ふ
（
＊
評
論
）

更
科
源
蔵

～
16

19

叩
き
大
工
の
詩

い
ノ
一
／
い
ノ
二
（
＊
詩
）

葛
西
暢
吉

～
20

22

薯
作
り
（
＊
詩
）

眞
壁
仁

～
22

23

山
越
し
／
そ
れ
に
来
た
ん
だ
／
同
志
へ
の
た
よ
り
（
＊
詩
）

更
科
源
蔵

～
24

30

［
後
記
］

源
蔵

31

［
奥
付
］

31

［
裏
表
紙
］

32

＊
１

奥
付
に
発
行
年
月
日
記
載
な
し
。
前
掲
、
鳥
井
『
釧
路
文
学
運
動
史
（
昭
和
篇
）
』

に
よ
る
。

＊
２

詩
本
文
に
「
記
歌
」
に
「
う
た
」
と
ル
ビ
あ
り
。

第
五
号

昭
和
五
年
十
一
月
十
五
日
発
行

［
表
紙
］

1

［
扉
］

3

叩
き
大
工
の
詩

ろ
ノ
一
／
に
ノ
三
（
＊
詩
）

葛
西
暢
吉

～
4

6

日
高
山
道
の
友
に
（
＊
詩
）

渡
邊
茂

～
6

8

目
覚
メ
（
＊
詩
）

眞
壁
仁

～
8

10

リ
ア
ル

―
高
村
先
生
に
捧
ぐ
―
（
＊
詩
）

坂
本
七
郎

11

阿
寒
よ

燃
え
ろ
（
＊
評
論
）

坂
本
七
郎

～
12

15

僕
達
へ
の
断
片
的
覚
帳
（
＊
評
論
）

渡
邊
茂

～
15

17

無
名
の
人
々
（
＊
詩
）

竹
内
て
る
よ

～
18

19

無
題
詩
／
覚
え
書
詩
一
つ
／
働
き
つ
ゝ
あ
る
失
業
者

／
「
吾
等
何
を
な
す
べ
き
か
」（
＊
詩
）

猪
狩
満
直

～
20

23

木
立
／
呼
び
声
／
代
用
教
員
の
詩
（
＊
詩
）

更
科
源
蔵

～
24

27

鉄
筆
の
あ
と
に
（
＊
後
記
）

28

［
広
告
］（
＊
更
科
源
藏
詩
集
『
種
薯
』
）

29

［
広
告
］（
＊
竹
内
て
る
よ
『
曙
の
手
紙
』
）

31

［
奥
付
］

31

［
裏
表
紙
］

32

第
六
号

昭
和
五
年
十
二
月
二
十
日
発
行

［
表
紙
］

猪
狩
満
直

1
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［
扉
］

3

村
の
話
（
一
）（
＊
詩
）

猪
狩
満
直

～
4

6

ど
ん
底
の
詩
（
一
）
（
二
）（
＊
詩
）

中
島
葉
那
子

～
7

10

叩
き
大
工
の
詩

ほ
ノ
一
／
そ
ノ
九
／
に
ノ
四
（
＊
詩
）
葛
西
暢
吉

～
11

13

敵
は
本
能
寺
に
在
り

―
再
び
高
山
く
ん
へ
（
＊
評
論
）
猪
狩
満
直

～
14

22

古
譚
よ

燃
え
ろ
（
＊
評
論
）

眞
壁
仁

～

マ
マ

22

27

が
ま
ん
（
＊
詩
）

渡
邊
茂

～
28

29

あ
る
時
（
＊
詩
）

草
野
心
平

～
30

31

古
譚
の
学
校
（
＊
詩
）

更
科
源
蔵

～

マ
マ

32

39

セ
ツ
コ
の
詩
（
Ⅰ
）
／
セ
ツ
コ
の
詩
（
Ⅱ
）
／
ヨ
ス

坊
の
詩
／
平
の
詩
（
Ⅰ
）
／
平
の
詩
（
Ⅱ
）
／
平
の

詩
（
Ⅲ
）
／
葡
萄
の
種
／
虱
／
ナ
ン
コ
の
詩
／
ク
ニ

坊
の
綴
方
／
赤
切
／
出
稼
ご
つ
こ

後
記

猪
狩
満
直

～
40

41

鉄
筆
言

更
科
源
蔵

～
41

42

［
奥
付
］

42

［
裏
表
紙
］

44

第
七
輯

昭
和
六
年
五
月
一
日
発
行

［
表
紙
］

1

［
扉
・
目
次
］

3

小
森
盛
君
の
『
虚
無
観
』
に
就
い
て
（
＊
評
論
）

坂
本
七
郎

～
4

5

出
稼
ぎ
の
話
（
＊
詩
）

中
島
葉
那
子

6

詩

一
篇
（
＊
詩
）

竹
内
て
る
よ

7

村
の
話
（
二
）（
＊
詩
）

猪
狩
満
直

～
8

9

雪
の
日
（
＊
詩
）

坂
本
七
郎

～
9

10

叩
き
大
工
の
詩

へ
の
二
／
へ
の
三
（
＊
詩
）

葛
西
暢
吉

～
10

12

悲
劇
（
＊
詩
）

岩
瀬
正
雄

～
12

13

古
潭
の
学
校
（
＊
詩
）

～
14

19

ヨ
ス
坊
の
詩
（
三
）
／
ス
テ
ッ
子
の
詩
／
綴
方
（
二
）

／
綴
方
（
三
）
／
泥
鰌
す
く
ひ
／
星
座
／
ヨ
ス
坊
の

詩
（
Ⅲ
）
／
理
科
の
実
験
／
マ
モ
の
詩
／
猫

マ
マ

背
中
（
＊
詩
）

草
野
心
平

～
20

21

父
（
＊
詩
）

渡
邊
茂

～
21

22

最
上
郡
大
蔵
村
（
＊
詩
）

眞
壁
仁

～

も
が
み
ぐ
ん
お
ほ
く
ら
む
ら

22

26

升

形
駅
／
原
つ
ぱ
／
最
上
川
（
一
）
／
渡
し
／
村

ま
す
が
た

（
一
）
／
昌
ち
や
ん
／
村
（
二
）
／
殿
様
／
美
人
淘

汰
／
最
上
川
（
二
）
／
恋
愛
の
一
章

［
広
告
］（
＊
鈴
木
勝
『
農
民
民
謡
集
』
／
鈴
木
致
一
『
詩
集

葱
』
）

26

詩
集
「
種
薯
」
の
著
者

更
科
源
藏
君
に
就
い
て
（
＊
評
論
）

渡
邊
茂

～
27

28

後
記

29

［
広
告
］（
＊
伊
藤
和
『
泥
』
他
／
『
北
緯
五
十
度
詩
集
』
予
約
募
集
）

30

［
奥
付
］

30

［
裏
表
紙
］

32

第
八
輯

昭
和
八
年
一
月
一
日
発
行

［
表
紙
］

1
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夜

１
〜
６
（
＊
詩
）

渡
邊
茂

～
3

9

窓
（
一
）（
＊
詩
）

猪
狩
満
直

10

眞
壁
仁
君
の
『
街
の
百
姓
』
に
寄
せ
る
（
＊
評
論
）

中
西
悟
堂

～
11

14

養
豚
手
帖

１
〜
８
（
＊
詩
）

土
田
楢
夫

～
15

21

カ
ラ
ス

１
〜
５
（
＊
詩
）

更
科
源
蔵

～
21

24

村
の
出
来
事
（
＊
詩
）

更
科
葉
那
子

～
24

25

十
一
月
の
日
記
断
片

更
科
源
蔵

～
26

28

後
記

～
28

29

受
贈
詩
書

～
29

30

［
奥
付
］

30

［
裏
表
紙
］

32

第
九
輯

昭
和
八
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行

＊
１

［
表
紙
］

・
i

ii

梨
畑
と
混
沌
さ
ん
／
妻
村
に
／
秋
（
＊
詩
）

猪
狩
満
直

～
1

3

北
国
夜
話
／
風
（
＊
詩
）

渡
邊
茂

～
3

4

コ
タ
ン
（
＊
詩
）

更
科
葉
那
子

～
4

5

仕
事
が
終
つ
て
（
＊
詩
）

加
藤
愛
夫

5

子
供
の
詩
（
＊
詩
）

眞
壁
仁

～
5

6

冬

十
二
月
／
一
月
／
二
月
／
三
月
（
＊
詩
）

更
科
源
蔵

～
6

7

［
広
告
］（
＊
猪
狩
満
直
詩
集
『
秋
の
通
信
』
）

7

収
穫
（
猪
狩
君
の
近
業
に
つ
い
て
）（
＊
評
論
）

眞
壁
仁

～
8

9

「
秋
の
通
信
」
に
寄
せ
る
（
＊
評
論
）

更
科
源
蔵

～
9

10

男
の
首
（
＊
彫
塑
）

松
田
利
秋

（
―
）

炭
で
描
い
た
自
画
像
（
＊
随
筆
）

松
田
利
勝

11

春
を
待
つ
手
紙
（
一
）（
＊
随
筆
）

茂
木
幹

～
12

19

後
記

更
科

～
19

20

［
奥
付
］

20

［
裏
表
紙
］

22

＊
１

本
号
よ
り
活
版
印
刷
と
な
る
（
最
終
号
ま
で
）
。
ノ
ン
ブ
ル
あ
り
。
た
だ
し
ノ

ン
ブ
ル
の
な
い
表
紙
の
表
裏
（
表
１
２
）
は
便
宜
的
に

・

と
数
え
る
。

i

ii

第
拾
輯

昭
和
九
年
四
月
一
日
発
行

［
表
紙
］

・
i

ii

鉄
屑
輯
（
＊
評
論
）

坂
本
七
郎

～
1

3

「
北
緯
五
十
度
」
「
犀
」
の
諸
兄
（
＊
随
筆
）

高
田
博
厚

～
3

6

マ
ダ
ム
シ
ユ
ザ
ン
ヌ
（
＊
彫
塑
）

高
田
博
厚

（
―
）

蔵
王
の
吹
雪
／
門
づ
け
を
し
な
い
彼
／
秋
雨
（
花
嫁
の

詩
・
三
）（
＊
詩
）

眞
壁
仁

～
6

7

母
（
＊
詩
）

更
科
葉
那
子

8

旅
の
歌

１
〜
５
（
＊
詩
）

渡
邊
茂

～
8

10

コ
タ
ン
に
て
（
＊
油
彩
画
）

茂
木
幹

（
―
）

コ
タ
ン
有
情
（
＊
随
筆
）

茂
木
幹

～
11

13

炭
で
書
い
た
自
画
像
（
二
）（
＊
随
筆
）

松
田
利
勝

～

マ
マ

13

14

花
屋
と
私
（
＊
随
筆
）

猪
狩
満
直

～
14

17

復
活
号
を
読
ん
で
（
＊
随
筆
）

眞
壁
仁

18

手
紙
（
＊
随
筆
）

猪
狩
満
直

19

後
記

更
科

19
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受
贈
書

20

［
奥
付
］

20

［
裏
表
紙
］

22

昭
和
九
年
夏
季
版

昭
和
九
年
十
月
十
日
発
行
（
通
巻

号
）

11

［
表
紙
］

・
i

ii

［
目
次
］

＊
１

iii

土
着
の
詩
に
就
て
（
＊
評
論
）

眞
壁
仁

＊
１

～
1

6

秋
の
通
信
を
読
む
（
＊
評
論
）

草
野
心
平

～
7

15

秋
の
通
信
を
う
け
て
（
＊
感
想
）

竹
内
て
る
よ

～
15

17

手
紙
（
＊
感
想
）

加
藤
愛
夫

～
17

19

『
秋
の
通
信
』
と
猪
狩
君
（
＊
感
想
）

鈴
木
勝

～
20

22

『
秋
の
通
信
』
に
（
＊
感
想
）

渡
邊
茂

～
23

25

手
紙
（
＊
感
想
）

萩
原
恭
次
郎

～
25

26

渡
邊
熊
吉
／
稲
を
扱
い
た
夜
／
苗
代
の
び
て
（
＊
詩
）

眞
壁
仁

～
27

29

郭
公
（
＊
詩
）

加
藤
愛
夫

～
29

30

妻
に
与
ふ
（
民
謡
）

鈴
木
勝

30

坐
棺
（
＊
詩
）

金
井
新
作

31

コ
タ
ン
／
乾
み
み
ず

１
・
２
（
＊
詩
）

更
科
源
蔵

～
31

32

緑
と
雪
と
（
＊
評
論
）

坂
本
七
郎

～
33

38

二
つ
の
自
然
詩
集
（
＊
評
論
）

眞
壁
仁

～
38

42

詩
書
断
想
（
＊
評
論
）

更
科
源
蔵

～
43

47

身
辺
記

眞
壁

～
48

49

後
記

更
科

～
49

50

［
広
告
］（
＊
『
宮
沢
賢
治
全
集
』
）

50

［
奥
付
］

51

［
裏
表
紙
］

53

＊
１

目
次
裏
の
ペ
ー
ジ
（
見
開
き
右
）
か
ら
ノ
ン
ブ
ル
「
１
」
が
始
ま
る
た
め
、
便

宜
的
に
目
次
頁
を

と
す
る
。

iii

昭
和
十
年
春
季
版

昭
和
十
年
六
月
一
日
発
行
（
通
巻

号
）

＊
１

12

［
表
紙
］

1

［
目
次
］

3

第
六
夕
暮
の
詩
（
＊
詩
）

坂
本
七
郎

～
4

8

四
辺
（
＊
詩
）

末
繁
博
一

9

む
ら
（
＊
詩
）

加
藤
愛
夫

～
10

11

野
良
（
同
題
ノ
三
）（
＊
詩
）

眞
壁
仁

～
12

13

人
間
事
（
＊
感
想
）

眞
壁
仁

～
14

15

炭
で
描
い
た
自
画
像
（
三
）（
＊
感
想
）

松
田
利
勝

～
15

16

手
紙
（
＊
感
想
）

加
藤
愛
夫

～
16

17

生
活
の
そ
の
折
々
に
／
早
春
譜
（
＊
短
歌
十
三
首
）

猪
狩
満
直

17

晩

秋
／
病
床
（
＊
詩
）

更
科
葉
那
子

～

お
そ
あ
き

18

19

隣
／
穴
（
＊
詩
）

更
科
源
蔵

～
20

21

雨
催
ひ
（
＊
詩
）

杉
山
市
五
郎

～
22

23

ク
ル
ミ
の
お
も
ち
や
（
＊
詩
）

中
西
悟
堂

～
24

26

［
後
記
］

27

［
奥
付
］

28

［
広
告
］

＊
２

29
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［
裏
表
紙
］

30

＊
１

こ
の
号
ノ
ン
ブ
ル
な
し
。

＊
２

表
３
（
裏
表
紙
裏
）
、
「
詩
歌
書
の
印
刷
を
御
引
受
け
致
し
ま
す

北
緯
五
十
度

印
刷
部
」
と
あ
る
。

北
緯
五
十
度
社
版
『
北
緯
五
十
度
』
に
つ
い
て

ア
ナ
キ
ズ
ム
系
詩
雑
誌
『
北
緯
五
十
度
』
は
、
北
海
道
弟
子
屈
村
を
拠
点
と

す
る
詩
人
更
科
源
蔵
が
中
心
と
な
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
創
刊
号
か
ら
第
八
号
ま

で
謄
写
版
、
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
（
昭
和
十
年
春
季
版
）
は
活
版
印
刷
で
あ

る
。中

心
メ
ン
バ
ー
は
、
葛
西
暢
吉
（
釧
路
）
、
渡
邊
茂
（
同
）
、
猪
狩
満
直
（
福

島
）
、
眞
壁
仁
（
山
形
）
、
中
島
葉
那
子
（
夕
張
→
弟
子
屈
、
一
九
三
一
年
更
科

と
結
婚
）
。
本
誌
は
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
的
傾
向
を
持
つ
多
数
の
詩
雑
誌
の
中
で
も
最

北
の
地
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
秋
山
清
・
小
野
十
三
郎
ら
の
第
二

次
『
弾
道
』
と
激
し
い
論
争
を
交
わ
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
現
物

の
参
看
が
困
難
な
雑
誌
で
あ
り
、
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
雑
誌
総
覧
』
（
戦
旗
復
刻

版
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
）
に
は
、
伊
藤
和
旧
蔵
の
四
冊
分
（
四
・
五
・
七
・

八
）
の
細
目
が
採
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

た
だ
し
、
全
十
二
冊
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
含
め
て
、
提
出
さ
れ
て
い
る
論

考
は
皆
無
で
は
な
い
（
巻
末
文
献
リ
ス
ト
を
参
照
の
こ
と
）
。

＊

創
刊
号
に
は
奥
付
が
な
い
が
、
第
二
号
後
記
の
記
述
に
よ
り
昭
和
五
年
一
月

二
十
日
に
発
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
二
号
以
降
も
奥
付
の
体
裁
は
不

統
一
で
あ
る
た
め
、
以
下
に
そ
の
ま
ま
書
き
写
す
。

第
二
号
「
一
九
三
〇
・
二
・
二
五
、
印
刷
発
行
／
編
輯
印
刷
発
行
人

釧
路

国
弟
子
屈
村
字
熊
牛
原
野

更
科
源
藏
／
発
行
所

釧
路
国
弟
子
屈
村
字
熊
牛

原
野

更
科
方

北
緯
五
十
度
社
」。

第
三
号
、
奥
付
な
し
。

第
四
号
「
編
輯
印
刷
兼
発
行
者

釧
路
市
西
幣
舞
町
六
八

葛
西
暢
吉
／
発

行
所

釧
路
市
西
幣
舞
町
六
八

北
緯
五
十
度
社
」
。
刊
行
日
付
な
し
。

第
五
号
「
一
九
三
〇
・
一
一
・
一
五
／
釧
路
市
西
幣
舞
町
六
八

葛
西
暢
吉

方
／
発
行
所

北
緯
五
十
度
社
」。

第
六
号
「
第
６
号

北
緯
五
〇
度
／
一
九
三
〇
・
一
二
・
二
〇
、
刊
行
／
発

行
所

釧
路
市
西
幣
舞
町
六
八

葛
西
方
／
北
緯
五
十
度
社
」。

第
七
輯
「
北
緯
五
十
度

第
７
輯
／
昭
和
六
年
四
月
三
十
一
日
印
刷
納
本
／

昭
和
六
年
五
月
一
日
発
行
／
編
輯
印
刷
兼
発
行
者

釧
路
市
西
幣
舞
町
六
八

葛
西
暢
吉
／
発
行
所

釧
路
市
西
幣
舞
町
六
八

北
緯
五
十
度
社
」。

第
八
輯
「
北
緯
五
十
度

第
八
輯
／
昭
和
七
年
十
二
月
二
十
五
日
印
刷
／
昭

和
八
年
一
月
一
日
発
行
／
編
輯
発
行
者

釧
路
国
弟
子
屈
村
字
熊
牛
原
野

更

科
源
蔵
／
印
刷
者

渡
邊
茂
」
。

九
輯
「
北
緯
五
十
度

定
価
十
銭
／
昭
和
八
年
十
二
月
二
十
日
印
刷
／
昭
和

八
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行
／
編
輯
兼
発
行
者

釧
路
国
ク
ツ
チ
ヤ
ロ
湖
畔
コ

タ
ン

更
科
源
蔵
／
印
刷
者

東
京
市
淀
橋
区
柏
木
一
ノ
一
一
八

安
田
頼
太

郎
／
発
行
所

釧
路
国
ク
ツ
チ
ヤ
ロ
湖
畔
コ
タ
ン

北
緯
五
十
度
社
」。

拾
輯
「
北
緯
五
十
度

定
価
十
銭
／
昭
和
九
年
三
月
二
十
五
日
印
刷
／
昭
和

九
年
四
月
一
日
発
行
／
編
輯
兼
発
行
者

釧
路
国
ク
ツ
チ
ヤ
ロ
湖
畔
コ
タ
ン

更
科
源
蔵
／
印
刷
者

東
京
市
淀
橋
区
柏
木
一
一
ノ
一
八

安
田
頼
太
郎
／
発
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行
所

釧
路
国
ク
ツ
チ
ヤ
ロ
湖
畔
コ
タ
ン

北
緯
五
十
度
社
」
。

昭
和
九
年
夏
季
版
「
十
月
二
日
納
本
／
十
月
十
日
発
行
／
編
輯
印
刷
兼
発
行

人

更
科
源
蔵
／
印
刷
所

釧
路
国
弟
子
屈
村

北
緯
５
０
度
印
刷
部
／
発
行

所

釧
路
国
弟
子
屈

北
緯
五
十
度
」
。

昭
和
十
年
春
季
版
「
昭
和
十
年
五
月
二
十
五
日
納
本
／
昭
和
十
年
六
月
一
日

発
行
／
編
輯
印
刷
兼
発
行
人

更
科
源
蔵
／
印
刷
所

釧
路
国
弟
子
屈
温
泉

北
緯
五
十
度
印
刷
部
／
北
緯
五
十
度
社
」
。

＊

本
誌
の
前
身
に
は
、
一
九
二
五
年
に
葛
西
、
渡
邊
が
出
し
た
雑
誌
『
銅
鑼
』

が
あ
り
、
一
九
二
七
年
に
は
更
科
が
加
わ
っ
て
『
港
町
』
、
さ
ら
に
そ
れ
を
受
け

継
い
だ
『
至
上
律
』
が
あ
っ
た
。
猪
狩
満
直
は
北
海
道
阿
寒
郡
に
一
時
期
入
植

し
た
が
福
島
県
の
人
で
あ
り
、
眞
壁
仁
は
山
形
市
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
。
『
弾

道
』
と
の
論
争
時
に
『
北
緯
五
十
度
』
を
強
く
支
持
し
た
坂
本
七
郎
も
本
州
の

各
地
で
技
術
系
の
労
働
者
と
し
て
働
き
つ
つ
詩
を
書
い
て
い
た
。
誌
面
か
ら
は

草
野
心
平
や
中
西
悟
堂
ら
の
名
前
も
垣
間
見
え
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
言
え
ば
、

『
北
緯
五
十
度
』
は
「
北
方
」
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
系
詩
雑
誌
と
し
て
稀
少
で
あ
る

と
い
う
よ
り
も
、
詩
人
た
ち
の
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
地
方
で
こ
そ
豊
か

な
実
を
結
ぶ
と
い
う
意
味
で
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
詩
雑
誌
の
本
流
を
示
し
た
も
の
と

い
え
よ
う
。

開
拓
地
・
港
湾
都
市
・
ア
イ
ヌ
集
落
な
ど
、
近
代
化
日
本
の
諸
矛
盾
が
交
叉

コ

タ

ン

す
る
地
「
釧
路
国
」
を
『
北
緯
五
十
度
』
は
多
様
に
表
現
し
続
け
た
。
前
身
を

含
め
る
と
、
断
続
的
な
が
ら
お
よ
そ
十
年
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
雑
誌
刊
行

の
努
力
は
並
大
抵
の
苦
労
で
は
な
い
。
秋
山
清
に
よ
っ
て
戦
後
も
厳
し
く
批
判

さ
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
方
法
意
識
に
つ
い
て
は
別
に
分
析
を
必
要
と
す
る
。

少
な
く
と
も
、
こ
う
し
た
地
方
の
ア
ナ
系
詩
誌
の
実
態
は
十
分
に
解
明
さ
れ
て

い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

な
お
北
緯
五
十
度
社
は
、
雑
誌
掲
載
作
品
を
中
心
と
す
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
北

緯
五
十
度
詩
集
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
奥
付
に
は
「
一
千
九
百
三
十
一
年
版
北

緯
五
十
度
詩
集
／
昭
和
六
年
十
一
月
二
十
五
日
発
行
」
と
あ
り
、「
著
作
兼
印
刷

発
行
人
」
は
「
山
形
市
宮
町
二
〇
五
一
番
地

眞
壁
仁
」
、
「
刊
行
所
」
は
「
北

海
道
釧
路
国
弟
子
屈
村

北
緯
五
十
度
社
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
集
は
、

戦
旗
復
刻
版
刊
行
会
に
よ
っ
て
一
九
八
三
年
に
復
刻
さ
れ
て
い
て
、『
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
詩
雑
誌
総
覧
』
に
も
そ
の
細
目
が
採
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
は
掲
載

順
に
そ
の
概
要
の
み
記
す
。

眞
壁

仁

「
蚕
の
詩
」（

篇
）
、「
祖
母
の
詩
」
（

篇
）

10

4

中
島
菜
那
子

「
馬
鈴
薯
階
級
の
詩
」（

篇
）

11

渡
邊

茂

「
飲
み
仲
間
の
詩
」
（

篇
）

5

葛
西
暢
吉

「
叩
き
大
工
の
詩
」
（

篇
）

16

猪
狩
満
直

「
炭
坑
長
屋
物
語
」
（

篇
）
、
「
非
常
汽
笛
」
（

篇
）

10

6

更
科
源
蔵

「
コ
タ
ン
の
学
校
」
（

篇
）

29

＊

主
な
参
考
文
献
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
松
永
伍
一
『
日
本
農
民
詩
史
』（
一

九
六
七
―
七
〇
年
）
、
鳥
井
省
三
ほ
か
『
釧
路
文
学
運
動
史
』
（
一
九
六
四
―
七

八
年
）、
財
団
法
人
北
海
道
文
学
館
編
『
開
館
五
周
年
記
念
特
別
企
画
展
『
北
緯

五
十
度
』
の
詩
人
た
ち

更
科
源
蔵
と
豊
か
な
交
流
圏
」
（
二
〇
〇
〇
年
）
、
秋

山
清
『
秋
山
清
著
作
集
』
第
十
一
巻
（
二
〇
〇
六
年
）。

北
海
道
立
文
学
館
所
蔵
複
写
本
を
参
看
し
た
。

（
村
田
裕
和
）

『フェンスレス』オンライン版 第 2 号（ 2014/06/20 発行）

占領開拓期文化研究会 senryokaitakuki.com


